
第四十三回古民家歴史部会歴史探訪
「横浜開港 15 0周年海防三浦半島の歴史を探る」

原本朗起稿

「VI」六代御前・鷹花記念館コース

平成21年 10月1日（木）償託和 JR逗子駅改札前10時厳守）

行程； JR逗子駅→亀岡八幡宮→三浦義胤遺弧碑→逗子大師延命寺→金剛寺→宗泰寺→船着場跡→六
台御前の墓伝説地→旧田越橋跡→鷹花・独歩縁の地（柳屋跡） →薩花記念公園・郷土資料館・
葉山古墳→鐙摺不整合を示す路頭→バス移動「切通し下」→JR・京急逗子駅着。

1・亀岡八幡宮（逗子鎮守・祭神応神天皇，神功皇后）
かつて，この社の神体であった阿弥陀三尊の懸け仏は，現在は延命寺に祀られている。社殿の
左側，小高い処に寛文 11年 (1671)の年銘のある庚申塔がある。逗子にある寛文期の庚
申塔は，全部舟形塔ですが，初めて笠型塔婆型をしている。

2・三浦胤義遺弧碑（ミりうクネヨシイコJt)
承久3年 (1221) 「承久の乱」で京都の後鳥羽上皇側に立って幕府軍と戦って戦死した，三
浦胤義の子供 (4人）達が幕府方に味方した三浦義村（胤義の兄）の郎党小川十郎の手にかか
って，田越川のほとりで処刑されたと言う。その霊を慰めるため，大正11年 (19 2 2)建
立された。

3・延命寺（高野山真言宗・黄雲山地蔵密院・本尊大日如来・寺宝延命地蔵菩薩，涅槃像・銅像阿陀
三尊逗子市指定文化財懸け仏鎌倉期作亀岡八幡宮御神体だった）

天正年中 (1573,.---...,92)行基の開創で， 自作の延命地蔵（旧本尊）を安置した古刹。旧本
尊延命地蔵※厨子に安置（伝空海作）。※厨子から，この地帯一帯を往事は厨子と呼び現逗子地
名由来と言う。中古三浦道香（道寸弟）とその一族祈願所境内に墓（宝筐印塔7基）が有る。
懸仏；鏡のように懸けられる仏像神の元の姿（本地仏）。

4 •金剛寺頃；言宗延命寺末・ 1 7世紀末頃建築文化遺産・延命寺管理）
本堂建物は住房風小堂ですが，本格的手法が用いられていると言う。

5・宗泰寺（真言宗・十王像全像と奪衣婆坐像江戸期作市指定文化財）
寺史不明，文禄3年 (15 7 4) の検地帳写しに呼び名「そうたいじ」とある。小字「堂前」
にあったと言う焔魔堂が廃されて，当寺に移されている。

6．船着場跡

桜山石渡家の文政2年 (18 1 9)文書に，この頃伊豆伊東や相模の真鶴辺りの生魚荷物を田
越川岸へ着船陸揚げして，浦郷村字榎戸まで牛馬で送り，更に「押し送り船」で江戸の魚市場
へ送ったと言う事が記されていると言う。

7 •六代御前の墓
諸説有るが，平清盛の孫維盛の長男六代（曾孫）は，平家滅亡時に獲られらたところ，文覚上
人の命乞いで頼朝に助けられた。しかし，頼朝死後，建久10年 (11 9 9)，この田越川ほと
りで処刑され，伊勢平氏の嫡流は絶えたと言う。

8・蔵花・独歩縁の地（柳屋跡）
国木田独歩（明治4年1871～明治39年 19 0 8)；明治28年 (18 9 5)佐々木信子と
結婚後佐々木家との関係のもつれから柳屋へ逃れ，数ヶ月此処で過ごした。牛馬と馬鈴薯・
運命・武蔵野・酒中日記・日記，欺（アサ｀ム）かざる記，等・詩人・小説家〕
徳富鷹花（明治元年1868～昭和2年19 2 7)；愛子夫人を伴って柳屋にやって来たのは明
治30年 (18 9 7)，此処で「不如帰」・「自然と人生」などの作品が書かれた。不如帰・自然
と人生・思い出の記・みみずのたわごと。小説家（徳富蘇峰の弟子）。

9・蔵花記念公園・逗子郷土資料館（明治文豪徳富薩花，逗子縁の文学者資料，地域民俗資料，考
学資料など収蔵）
建物は徳川宗家 16代家達氏別荘を利用。長柄・桜山古墳へのハイキングコースヘもつながる。
長柄・桜山古墳群；平成11年 (19 9 9)発見，平成14年 (20 0 2年 12月，古墳とし
て県内で初めて国史跡に指定， 4世紀後半の築造と考えられ，被葬者は古東海道が三浦半島に
さしかかる交通・軍事上の要衝に有る事から，大和政権と密接な関係を持つ勢力と考える事が
妥当と言う。逗子・葉山の境丘陵上に二つの前方後円墳が相対している。関東地方でも学術的
に貴重な古墳とされる。

10・国木田独歩文学碑
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小説武蔵野で名高い独歩は薦花の世話で，明治28年 (1895) 11月から短期間，新婚生

活を逗子で送った。当時の詩の「たき火」にちなんで，平成4年 12月逗子に文学記念碑建立3

11・鐙摺不整合を示す路頭
大正 14年 (19 2 5)渡辺久吉理学博士によって発見された。 2500年前の昔に成立した
葉山層と 1500年前の昔に推積した逗子層とが境を接して重なっている，不整合の地層状態
が，はっきりと観察出来る。
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